
     

(1) 社会全体でヤングケアラー等の支援に
ついて基本理念を定め、市等の責務等を明
らかにする。 

(2) 市の施策の基本事項を定めることで、ヤ
ングケアラー等の支援施策を総合的に推
進する。 

 

 

ヤングケアラーに気づく・見守る・ひとりにしない 
(家族を支える子どもたち) 
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（仮称）苫小牧市ヤングケアラー支援条例骨子（案） 

令和 5 年７月 1９日 苫小牧市健康こども部こども相談課 

(1)ヤングケアラー 
高齢、障がい、疾病その他の理由により援助
を必要とする家族、友人その他の身近な人
に対し、無償で介護、看護、日常生活上の世
話その他の援助を提供する 18 歳未満の者  

(2)保護者 
(3)市民等 
(4)関係機関 
 介護、障がい者等の支援、医療、教育、児童

福祉等に関する業務を行う機関 
(5)学校等 
 小学校、中学校、高等学校等 

(1)ヤングケアラー及びその家族の主体性を尊
重した支援 

(2)子どもの権利及び利益の尊重、適切な教育
の機会の確保、心身の健やかな成⾧及び自立
を図る支援 

(3)家族等との助け合いを尊重、ヤングケアラ
ー及びその家族の意向を尊重した支援 

(4)多職種による相互の連携・協力による家庭
の一体的支援・地域全体での支え合いによる
支援 
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 市が行う施策  

(1)いち早く気付き必要な支援につなげる
ための指針の策定 

(2) 早めの気付き並びに相談・支援体制の
整備及び周知 

(3) 人材の育成（研修実施・情報提供） 

(4) ヤングケアラーの交流の場の提供、互
いに支え合う活動促進 

(5) その他、ヤングケアラー支援のために
必要な事項 

(1)市の責務 
①基本理念に基づいた総合的な施策の策定・実施 
②要保護児童対策地域協議会を含む多職種との連携 
③実態把握、早めの気付き、必要に応じた支援の実施 
 

(3)関係機関の役割 
①施策への協力 
②ヤングケアラーの意思の尊重、状況の確認等 
③ヤングケアラーの負担等への配慮 
④ヤングケアラーへの情報提供、他関係機関案内等 

(1)広報・啓発 
①市民等及び関係機関に対する広報・啓発 
②ヤングケアラーの潜在化を踏まえた

様々な場を通じた広報・普及啓発 
(2)実態の把握 
 関係機関との連携による実態把握 
(3)人材の確保 
 人材確保及び研修等の実施による人材

育成 
(4)体制の整備 
 要対協を中心とした連携体制の整備 
(5)財政上の措置 
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(4)市民等の役割 
①支援の必要性への理解と関心 
②ヤングケアラー等に配慮した地域づくり 

 

(5)学校等の役割 
①早めの気付き、教育機会確保に係る状況確

認、支援の必要性の把握 
②ヤングケアラーへの教育等に関する相談対応 
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①周知・啓発  （本人の気付き、周囲の理解） 
②体制の整備  （早めの気付き、多職種による見守り・支援） 
③交流の場づくり（孤立の解消、当事者同士の交流） 

(2)保護者の役割 
①子どもが世話等の責任を負うことでの影響への配慮 
②ヤングケアラーの理解、適切な養育 
③状況に応じた援助希求 

子どもの権利利益の保障が図られ、ヤン
グケアラー及びその家族が孤立するこ
とのない社会を実現する。 

資料１ 


